
  

い
あ
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「
在
京
浅
川
会 

総
会
」
開
催 

 
 

中
止
の
お
知
ら
せ 

 
 
 
 
 

在
京
浅
川
会
会
長 

関
根
一
男 

 

拝
啓 

朝
夕
は
し
だ
い
に
涼
し
さ
を
感
じ
る
と

こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
お
元
気
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察

い
た
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世

界
的
な
蔓
延
に
よ
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

延
期
を
始
め
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
大
会
や
催
事

が
中
止
と
な
る
な
ど
の
事
態
に
見
舞
わ
れ
て

お
り
ま
す
。 

 

ご
承
知
の
と
お
り
、
本
会
は
毎
年
十
一
月
に

開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
収
束
が
見
え
な
い
状
況
を
受

け
て
、
今
年
は
中
止
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

本
会
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
会
員
の
皆

様
に
は
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
皆
様

の
安
全
を
最
優
先
に
検
討
し
ま
し
た
結
果
で

す
の
で
、
何
卒
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

尚
、
本
年
度
総
会
の
決
算
資
料
等
は
、
十
二

月
の
、
広
報
「
あ
さ
か
わ
」
郵
送
便
に
同
封
さ

せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
又
、
来

年
の
開
催
に
つ
き
ま
し
て
も
、
時
期
が
参
り
ま

し
し
た
ら
、
改
め
て
検
討
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
益
々
の
ご

健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 

敬
具 

   
 

  
 
 

 

あ
さ
か
わ
寅
吉
会 
No

６ 

 

貫
秀
寺
に
あ
る
鈴
木
家
の
墓
石
石
柵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相
田
道
代 

  

町
の
文
化
財
保
護
指
定
の
小
貫
の
貫
秀
寺

に
、
小
松
寅
吉
作
の
墓
石
石
柵
が
あ
り
ま
す
。 

 

小
貫
字
宿
の
内
、
鈴
木
恵
家
（
十
七
代
目
）

の
先
祖
の
鈴
木
巳
之
治
（
十
三
代
）
に
よ
っ
て
、

明
治
三
十
年
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。 

 

薬
師
堂
を
左
へ
進
ん
だ
右
奥
に
、
一
際
目
立

つ
龍
の
門
が
あ
り
、
正
面
奥
に
、
丸
に
釘
抜
き

の
家
紋
が
見
え
る
墓
石
で
す
。 

 

頭
上
よ
り
彫
り
の
深
い
待
ち
構
え
た
龍
が

睨
み
を
利
か
せ
、
透
か
し
彫
り
の
虎
と
狛
犬
ら

し
き
獅
子
が
両
脇
に
て
墓
守
し
て
い
る
と
思

わ
せ
る
姿
勢
に
、
名
は
刻
ま
れ
て
い
な
い
も
の

の
寅
吉
の
作
品
で
あ
る
と
直
感
で
き
ま
す
。 

 

で
も
虎
の
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
る
の
は
何

故
か
？ 

 

墓
石
石
柵
は
十
七
枚
か
ら
な
る
パ
ネ
ル
を

繋
い
だ
よ
う
に
造
ら
れ
て
お
り
、
悠
々
と
し
た

花
鳥
や
動
物
全
て
が
寅
吉
の
得
意
と
す
る
両

面
透
か
し
二
重
彫
り
で
あ
る
こ
と
に
驚
嘆
し

ま
す
。
さ
ら
に
夢
み
る
鳳
凰
が
楽
園
へ
と
導
い

て
く
れ
そ
う
な
柔
和
な
彫
刻
に
、
先
祖
の
成
仏

が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
わ
か
る
稀
有
な
寅
吉

の
心
の
奥
を
覗
い
た
作
品
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

当
時
鈴
木
家
は
小
野
田
村
で
最
も
資
産
家

で
あ
り
、
教
育
界
や
地
方
行
政
に
多
大
な
る
貢

献
を
さ
れ
た
家
柄
で
し
た
。
石
工
と
し
て
熟
練

し
た
五
十
三
歳
の
寅
吉
が
、
鈴
木
家
に
応
え
よ

う
と
鑿
（
ノ
ミ
）
一
本
に
託
し
た
意
気
込
み
が

伝
わ
っ
て
く
る
墓
石
石
柵
で
す
。 

  
 
 

東
北
の
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ 

小
松
寅
吉 

 

弘
化
元
年
（
一
八
八
四
）
年
、
山
形
村
（
現
石
川
町
）
に
生
ま

れ
る
。
高
遠
藩
か
ら
浅
川
町
福
貴
作
地
区
に
移
り
石
工
を
し
て

い
た
小
松
利
平
に
弟
子
入
り
。
白
河
市
東
の
鹿
島
神
社
の
狛
犬

な
ど
数
々
の
傑
作
を
残
し
、
東
北
の
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
と
た
た

え
ら
れ
て
い
る
。
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
に
死
去
。 

  

  

季
節
の

う
た
（

第
五
十
回

） 

 
 
 
 
 
 
 

小
針 

光
（
八
千
代
市
） 

 

 

夏
嵐
机
上
の
白
紙
飛
び
尽
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

正
岡
子
規 

 

「
解
説
」
明
治
二
十
九
年
作
。
青
空
の
広
が
る

真
夏
の
日
中
、
窓
を
開
け
放
し
て
あ
っ
た
部
屋

に
急
に
南
寄
り
の
強
い
風
が
吹
き
込
ん
で
き

て
、
机
の
上
の
白
紙
を
す
べ
て
飛
ば
し
て
し
ま

っ
た
。
病
床
に
あ
る
子
規
が
外
界
と
の
つ
な
が

り
を
感
じ
た
、
力
強
く
、
ま
た
さ
わ
や
か
な
句
。

（
『
三
省
堂
名
歌
名
句
辞
典
』
） 

「
補
説
」
子
規
は
、
明
治
二
十
七
年
画
家
中
村

不
折
に
出
合
い
、
美
術
の
写
生
を
文
学
に
応
用

し
た
。
写
生
論
の
構
築
を
通
し
て
、
子
規
作
品

も
変
化
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
句
に
見
ら
れ
る

よ
う
な
、
対
象
物
の
色
と
動
き
へ
の
注
目
は
、

写
生
に
よ
る
俳
句
革
新
が
順
調
に
進
ん
だ
明

治
二
十
九
年
な
ら
ば
こ
そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ

の
句
で
は
ま
た
、
「
飛
び
尽
す
」
と
い
う
表
現

に
よ
っ
て
、
絵
画
の
写
生
で
は
難
し
い
時
間
の

経
過
を
、
俳
句
の
写
生
で
表
現
す
る
こ
と
に
も

成
功
し
て
い
る
。
（
『
名
歌
・
名
句
大
事
典
明

浅
川 

 

会
報 

 
 

 
 

八
四
号 

  

在 京 

 

発
行
日
令
和
二
年
十
月 

 

発
行
責
任
者 

関
根
一
男 

埼
玉
県
本
庄
市
一―

七―

一 

電
話
〇
四
九―

五
二
一―

八
八
四
一 

編
集
者 

宮
城 

肇 

 



治
書
院
』
） 

《
作
者
正
岡
子
規
略
歴
》 

 

明
治
三
十
年
（
三
十
才
）
一
月
十
五
日
、
子

規
派
俳
句
雑
誌
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
松
山
で
創
刊

号
が
出
る
。
発
行
兼
編
集
人
柳
原
極
堂
（
海
南

新
聞
編
集
者
）
、
発
行
部
数
三
〇
〇
部
。
三
月
、

佐
藤
三
吉
博
士
の
腰
部
手
術
を
受
け
る
。
歩
行

不
自
由
の
病
床
の
身
と
な
り
、
看
護
婦
を
置
く
。

同
月
よ
り
「
俳
人
蕪
村
」
を
『
日
本
新
聞
』
に

十
月
ま
で
連
載
。
六
月
畏
友
（
い
ゆ
う
）

の
哲
学

者
米
山
保
三
郎
二
十
九
歳
で
死
去
。
十
二
月
二

十
四
日
、
「
子
規
庵
」
で
二
十
人
の
人
を
集
め

て
「
蕪
村
忌
」
を
開
く
。 

 

明
治
三
十
一
年
一
月
、
月
給
四
十
円
（
約
五

十
万
円
）
に
昇
給
。
二
月
十
二
日
、
「
歌
よ
み

に
与
ふ
る
書
」
を
『
日
本
新
聞
』
に
十
回
に
わ

た
り
発
表
。
猛
烈
な
勢
い
で
短
歌
革
新
に
の
り

出
し
た
。
同
月
松
山
で
発
行
し
た
『
ホ
ト
ト
ギ

ス
』
を
東
京
に
移
し
発
行
。
子
規
主
宰
者
、
編

集
は
愛
弟
子
高
浜
虚
子
。
発
行
部
数
一
五
〇
〇

部
。
子
規
は
最
初
の
写
生
文
と
し
て
知
ら
れ
る

「
小
園
の
記
」
を
掲
載
。
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
売

切
、
五
〇
〇
部
増
刷
。
な
お
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』

は
、
一
九
九
七
年
一
月
満
百
年
と
な
っ
た
。
日

本
で
は
最
も
古
い
文
学
雑
誌
で
あ
る
。 

 

明
治
三
十
二
年
一
月
、「
俳
句
新
派
の
傾
向
」

を
、
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に
発
表
。
二
月
「
子
規

庵
」
で
根
岸
短
歌
を
起
こ
し
、
以
後
「
蕪
村
句

集
輪
講
会
」
と
併
せ
て
毎
月
開
く
。
こ
の
年
は

『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に
小
品
「
飯
待
つ
間
」
、
「
根

岸
草
蘆
記
事
」
、
「
熊
手
と
提
灯
」
な
ど
多
く

の
写
生
文
を
発
表
。
「
明
治
の
美
文
は
写
生
以

外
な
い
と
す
る
。
」
文
章
革
新
に
着
手
し
た
。

十
二
月
中
旬
、
病
室
の
南
側
を
ガ
ラ
ス
障
子
に

し
て
日
光
を
浴
び
な
が
ら
原
稿
を
書
く
。 

《
余
談
『
子
規
の
画
（
え
）

』
》 

 

子
規
と
漱
石
を
親
し
い
友
人
に
結
び
つ
け

た
の
は
俳
句
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
漱
石
が
松
山
、

熊
本
時
代
に
子
規
に
添
削
を
求
め
た
句
は
、
一

七
〇
〇
余
句
。
漱
石
が
五
年
も
の
間
、
子
規
に

句
稿
を
送
り
続
け
た
の
は
、
「
病
床
の
子
規
を

楽
し
ま
せ
た
か
っ
た
と
い
う
心
配
り
が
働
い

た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
」
と
の
友
情
説
が
あ

る
。
が
、
子
規
は
そ
の
中
の
秀
句
を
『
日
本
新

聞
』
の
「
文
苑
」
に
載
せ
た
。
漱
石
は
そ
の
新

聞
を
切
抜
い
て
紙
袋
の
中
に
貯
え
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
た
と
い
う
。
現
在
、
漱
石
俳
句

は
風
格
の
高
さ
、
抒
情
の
美
し
さ
か
ら
、
子
規

を
中
心
と
す
る
明
治
俳
壇
の
中
で
も
最
も
光

る
俳
人
の
一
人
と
さ
れ
る
。 

 

明
治
三
十
三
年
、
漱
石
は
文
部
省
よ
り
「
英

語
研
究
」
の
為
英
国
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
、
日
本

を
離
れ
る
。 

 

処
で
、
子
規
の
美
術
的
才
能
は
、
幼
少
時
画

に
熱
中
し
た
事
が
知
ら
れ
て
い
て
、
晩
年
は
病

床
の
つ
れ
づ
れ
に
絵
筆
を
執
り
、
明
治
三
十
二

年
六
月
「
東
菊
の
画
」
を
熊
本
の
漱
石
に
贈
っ

た
。
こ
の
画
を
大
切
に
仕
舞
っ
て
い
た
漱
石
は
、

小
説
家
と
な
っ
た
晩
年
に
「
余
は
子
規
の
描
い

た
画
を
た
っ
た
一
枚
持
っ
て
い
る
。
画
は
一
輪

ざ
し
に
挿
し
た
東
菊
が
図
柄
で
き
わ
め
て
簡

単
で
あ
る
。
」
書
き
出
さ
れ
る
小
品
の
随
筆
を

残
し
た
。 

 

漱
石
は
、
亡
友
の
形
見
を
散
逸
せ
ぬ
た
め
に
、

子
規
か
ら
の
手
紙
二
通
、
一
通
は
留
学
先
の
ロ

ン
ド
ン
へ
の
最
後
の
手
紙
を
選
び
、
そ
の
中
間

に
画
を
は
さ
ん
で
三
つ
ひ
と
ま
と
め
、
表
具
屋

に
表
装
さ
せ
、
壁
に
懸
け
、
な
が
め
て
見
て
い

た
時
に
、
高
浜
虚
子
が
や
っ
て
き
て
、
「
正
岡

の
絵
は
う
ま
い
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
」
と
大

変
ほ
め
た
と
い
う
。 

 

こ
の
表
装
の
絵
が
『
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ

ム
正
岡
子
規
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

絵
は
中
央
に
「
寄
漱
石
」
と
前
書
を
付
さ
れ
、

東
菊
を
描
く
。
傍
（
か
た
わ
ら
）

に
「
コ
レ
ハ
シ

ボ
ミ
カ
ケ
タ
処
と
思
ヒ
タ
マ
ヘ
画
ガ
マ
ヅ
イ

ノ
ハ
病
人
ダ
カ
ラ
ト
思
ヒ
タ
マ
イ
嘘
ダ
ト
思

ハ
バ
肱
ツ
イ
テ
カ
イ
テ
見
タ
マ
ヘ
」
と
注
釈
。

左
の
余
白
に
歌
を
添
え
て
い
る
。 

 

あ
づ
ま
菊
い
け
て
置
き
け
り 

 
 
 
 
 

火
の
国
に
住
み
け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

君
の
帰
り
く
る
か
ね 

 

「
火
の
国
」
は
熊
本
県
。
子
規
は
「
こ
の
夏

に
帰
っ
て
き
て
く
れ
」
と
言
っ
た
も
の
。
し
か

し
漱
石
の
帰
郷
は
な
か
っ
た
。 

（
参
考
文
献
『
正
岡
子
規
・
久
保
田
正
文
著
』
他
） 

福
島
県
公
式
イ
メ
ー
ジ
ポ
ス
タ
ー 

二
〇
二
〇
完
成
～
浅
川
町
選
ば
れ
る
～ 

浅
川
町
農
政
商
工
課  

福
島
県
が
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
年
）

か
ら
作
成
し
て
い
る
「
福
島
県
公
式
イ
メ
ー
ジ

ポ
ス
タ
ー
」
が
今
年
も
完
成
し
、
九
月
二
七
日

に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
は
相
馬
市
の
「
カ
ゲ
ス
カ
海
岸
」
や

県
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
・
「
天
の
つ
ぶ
」
会
津

若
松
市
の
「
鶴
ヶ
城
」
な
ど
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、

「
住
ん
で
」
の
ポ
ス
タ
ー
に
浅
川
町
の
「
城
山

か
ら
望
む
田
園
風
景
」
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。 

福
島
県
の
担
当
者
に
よ
る
と
、
こ
の
ポ
ス
タ

ー
は
福
島
県
内
の
関
係
各
所
の
ほ
か
、
日
本
橋

ふ
く
し
ま
館
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
（
ミ
デ
ッ
テ
）

な
ど
で
も
掲
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。
お
近
く
に

足
を
運
ば
れ
た
際
は
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

写真：福島県公式イメージポスター２０２０ 


